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創成化学実験の紹介
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・工業化学科

創成化学実験の紹介

illレ、計算機実強l;l計算機室にて行う

問題点 器具に貼るラベルが剥し辛い

実験中、器具にラベルを貼る場面は多い！

・調製した試薬を保管する時

－器具を識別する時

｜紙テープのラベルを使用させていた ｜ 



メンディングテープに替えてみだ

, － 常温で使用するなら
きれいにはがれる
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 乾燥機等で熱を加えると

こびりついてレまう

問題点 測定装置の説明に手聞がかかる

・有機実験では実験中の個人に対する操作の指導
が多く、教員・ TAが手薄な状態にある

・簡単な事柄であれば同じ説明を繰り返す無駄を
省きたい Gその措 の＼j1)tl_.:[・

融点測定装置等の操作は
簡単な割に説明に時間がかかる！

問題点 IR試料作成で薬品をこぼす

I R測定時に流動パラフィンを使用しているが、
測定試料作成時に机によくこぼしていた。

流動パラフィン 着目

一回の測定で妨甫
しか使用しない

・パスツールの置き
楊所に因る

パスツーyレを使う
必要はない。

粉末開 会
＼ ．， 

器具乾燥用に実験を通して使える力ゴを
一人一個用意しだ

附け 園
・器具の乾燥はラベルを貼ら
ずにカゴに入れて乾燥させ
る。

・常温でラベルを貼る時は
メンディングテープを使用。

＝〉はがし辛いラベルの問題が解決した！

｜さらに、融着しないラベルを模索中・・ ｜

融点測定装置の操作説明を

ラミネートにレてみた

｛｝ 
・手順に沿って説明するので、誰が指導を行って
も一定以上の質は保たれる。

・二回目以降は自分で操作できる。
－待ち時間に予習してもらうことができた。

｜ ラミネートは実験の効率化に有効！

流重』パラフィンをスポイト胞に
小分けして提供してみだ。

－非常に倣いやすく薬

『 …しはほとん
ど無くなった。

・片付けが楽になった。

少量の試薬を扱う時に使いやすいツール女

試薬を扱う器具を変えると便利な時もある！
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問題点 滅圧乾燥機の開閉時聞を忘れる

．有機実験では生成した結晶を乾燥させる為に、
減圧乾燥機を使用する。

・減圧下で試料を乾燥させるので、頻繁には扉を
開閉できない。

・時計によって15分毎といった具合に開聞のタイ
ミングをはかり教職員が開閉していた。

2 忙レいと開聞を忘れがちになる。。

問題点
投込みヒーターを直接コンセントに挿し危険

－反応容器を加熱する為に
オイルパスを使用する。

．オイルの過熱は投込み
ヒーターによって行う。

．加熱する力は電圧調整機
で調整する。。

投込みヒーターを電圧調整機をかませず

に直接コンセントに挿すと急激に加熱さ

れて危陳！！
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おわりに 予算の執行について
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タイマーを設置してみだ

円
V

・忘れていてもアラームで気付く事ができる 0

．学生がアラームに気付いて教えてくれる。

－時聞に気を取られる必要が無いので、指導に
専念できる。

簡単な工夫が教職員の負担を減らす！ ゴ
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色で識別することにより事故を防ぐ事もできる

予算の執行について
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予算の執行について
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